
令和２年度 第２回沖縄県がん診療連携協議会 小児・AYA部会 議事要旨 

 

日 時：令和 2 年 9 月 17 日（木） 16：00～17：00 
場 所：ＷＥＢ会議 
構 成 員：16 名 

 
出 席 者：5 名 

百名伸之(琉大病院小児科)、銘苅桂子(琉大病院産婦人科)、森島聡子(琉大病院第二内科)、友利

敏博(森川特別支援学校)、増田昌人（琉大病院がんセンター） 
      

欠 席：11 名 
朝倉義崇(中部病院血液・腫瘍内科)、比嘉猛(南部医療センター・こども医療センター小児科)、
伊良波史朗(南部医療センター・こども医療センター放射線科)、仲里可奈理（沖縄県保健医療部

健康長寿課）、浜田聡(琉大病院小児科)、島袋優子(琉大病院看護部)、太田守克・(代理 宮城班

長 沖縄県教育庁健体育課)、當銘保則(琉大病院整形外科)、佐久川夏実(南部医療センター・こ

ども医療センターＣＬＳ)、大城一郁(南部医療センター・こども医療センター血液・腫瘍内科)、
金城敦子(がんの子どもを守る会 沖縄支部)、 

 
陪 席 者：2 名 

有賀 拓郎 (診療情報管理センター)  
石川 千穂(がんセンター事務) 

 

【報告事項】 

１．令和２年度 第１回小児・ＡＹＡ部会 議事要旨(６月１８日) 

百名委員より、資料 1に基づき説明があった。 

 

    ２．令和２年度 第２回「妊孕性温存療法」と「がん治療後の生殖医療」WG 

議事要旨(７月１５日) 

  銘苅委員より、資料 2 に基づき、説明があった。 
 
 ３. 小児・AYA 部会 委員一覧 

百名委員より、資料３に基づき説明があった。 

 

４.「妊孕性温存療法」と「がん治療後の生殖医療」WG 委員一覧 

銘苅委員より、資料 4に基づき説明があった。 

 

５.沖縄県共通の妊孕性温存の説明文書について 

  銘苅委員より、資料 5 に基づき説明があった。 
 
 ６.沖縄県共通の「がんと生殖カウンセリングシート」について 
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  銘苅委員より、資料 6 に基づき、説明があった。 
 
 7.沖縄県共通の妊孕性温存の説明文書と「がんと生殖カウンセリング連携シート」の周知状況に

ついて 
   銘苅委員より、資料 7 に基づき、説明があった。ほとんどの病院で「共通文書」と「がん

と生殖カウンセリング連携シート」を電子カルテに掲載済み、引き続き各医局長会等でも

周知していくとのことだった。 
 
     

【協議事項】 

   1. が ん 患 者 さ ん が お 子 様 を も つ こ と を 応 援 す る 医 療                          

「妊孕性温存療法」と「がん治療後の生殖医療」について 
 

(１)協議会の報告 

 増田委員より「令和２年度第２回沖縄県がん診療連携協議会」で患者会から出た、生殖医

療の補助についての質問等についての報告があった。  

 

(2)沖縄県内の各医療機関での研修会について 

 銘苅委員より、資料 8 に基づき、各医療機関での「妊孕性温存療法研修会」の開催状況が

報告された。北部地区医師会病院は開催出来たが、他拠点病院は新型コロナウイルスの影

響を受け延期となり、１０月・１１月を目処に再調整を進めているとのことだった。拠点

病院に続き、その他の病院や各学会・研究会などでも啓発をしていくとのことだった。 

 

(３)今年度の琉大における医療者向け研修会の企画について 

  昨年度、延期になった研修会で、講師として依頼していた聖マリアンナ医科大学の高江

正道先生に再依頼してみることで決定した。 

    

(４)琉大病院の『妊孕性温存療法についての専門外来』へ積極的に紹介するにはどうしたら

よいか 

 銘苅委員より、資料 10に基づき、「共通文書」と「がんと生殖カウンセリング連携シート」

を使用しながら、琉大病院への迅速な紹介をしていく流れを構築していきたいとの発言が

あり承認された。 

 

(５)妊孕性温存に関する経済的支援について 

 増田委員より、がん条例の改訂について言及があった。新型コロナウイルスの様子を見な

がらではあるので進捗が遅くなってはいるが、今後もがん条例改訂に向けて進めていくこ

ととなった。 

 

 

２.病院・院内学級・原籍校との連携について 



 

(１)小児・AYAがんの保護者向けパンフレット(仮名)の作成について 

 百名委員より、資料 11に基づき、パンフレット作成の進捗状況について説明があった。 

増田委員より、相談連絡先について、一か所にまとめるのは難しいかもしれないが、相談

先は出来るだけシンプルにした方がよいのではとの提案があった。友利委員より、増田委

員に同意したうえで、入り口はシンプルにしておいて、問題を分析して様々な方面との連

携をしていく方が良いのではとの発言があった。ピアサポーターについては、こういう支

援もあります、という一文を掲載するに留めるということでまとまった。引き続き協議さ

れ、次回部会では完成版を提示される予定となった。 

   

 
８. 今後の開催日程について 
 次回以降開催は下記のようになった 
第３回：１２月１７日(第３木曜) 
第４回：令和３年３月１１日(第２木曜) 
時間：全日程、午後４時から５時開催 
場所：琉大病院がんセンター（新型コロナウイルスの状況によってはＷＥＢ開催） 
 
 




